
教えて！中研 冬場を迎えるにあたって

ブロイラー飼料の電解質バランスと
床湿りについて

　

　床湿りを軽減するために、まず飼料中の電解質バ
ランスについて説明します。電解質（イオン）は細胞の
浸透圧を調節したり、筋肉や神経細胞の働きにかか
わるなど、身体にとって重要な役割を果たしており、
過度に少なくても多くても細胞や臓器の機能が低下
するため、そのバランスが重要です。また、いずれかの
電解質が多すぎる場合には、過剰な電解質を水に溶
かして排泄する必要があり、飲水量の増加や床湿りを
招きやすくなります。

　近年、鶏飼料中の電解質バランスを数値で表す指
標として“Na+＋K+－Cl -”が提唱されています。この
指標は、“Dietary Electrolyte Balance”（食餌性電
解質バランス）の頭文字を取って“DEB”とも呼ばれま
す。この式に示されるように飼料中のナトリウム（Na）
とカリウム（K）含量が高まるとDEBは高まり、塩素
（Cl）含量が高まるとDEBは低まります。一般的なブ
ロイラー飼料では塩素を含む原料を多く配合する傾
向にあり、意識して設計しない場合、DEBは低くなり
がちです。

　当研究所で冬場に調査した結果、ブロイラー飼料
のDEBを高めた場合、22～43日齢までの期間増体
重は高まったものの、敷料中水分含量も同様に高ま
りました（図１）。また、同じDEBでも“カリウムと塩素
のいずれも増やすパターン”と“カリウムと塩素のいず

れも減らすパターン”があり、後者のほうが発育成績
を落とすことなく敷料中水分含量が低く抑えられまし
た（図２）。
　以上のことから、①飼料中のDEBを高く維持し、
②塩素を低く抑えることが、発育成績を良好に保ち
ながら床湿りを軽減することにつながるといえま
す。

　配合飼料において塩素を低く抑える場合、飼料中
のナトリウム源に注目し、塩素を多く含む食塩（NaCl）
を減らして重曹（NaHCO3）に置き換える方法が実用
的です。従来、夏場に用いられることが多い重曹です
が、通年での使用がお勧めです。具体的な設定につい
ては、個々の配合飼料の原料構成により異なるため、
お近くの飼料販売窓口までご相談ください。

冬場のブロイラー管理において問題となりや
すいのが、鶏舎内の結露や換気不良などによる
床湿りです。床湿りの対策として飼養管理面で
は換気や舎内ファンによる空気の循環、それに
合わせた適度な加温、すきま風対策などが挙げ
られます。今回はそれに加えて、飼料の栄養に
よって床湿りを少しでも軽減する技術について
紹介します。
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教えて！中研 冬場を迎えるにあたって

豚舎環境を整備して寒さに
立ち向かう

　

　分娩豚舎において、哺乳子豚の保温は欠かせませ
ん。主に使われる暖房器具は、ガスブルーダーとコル
ツヒーターです。ガスブルーダーは火力が強く、断熱
性の低い豚舎に適していますが、不完全燃焼による
一酸化炭素中毒やホコリの付着による火災に注意し
なければなりません。定期的に換気し、ホコリがたま
る前に掃除しましょう。
　コルツヒーターはガスブルーダーほど発熱量が大
きくありませんが、火災のリスクが少なく、点灯・消灯
が簡単というメリットがあります。コルツヒーターのみ
の使用で子豚が寒がっている場合は、床暖房や保温
箱を併用するとよいでしょう。いずれの暖房器具も、
コードや吊り下げ金具が豚にかじられないようにしま
す。また、保温箱など燃えやすい資材に触れないよう
に配置には注意してください。
　豚の体感温度には、湿度もかかわっています。同じ温
度でも、湿度が低いほど寒く感じます。肥育豚舎のよう
な暖房器具の導入が難しい豚舎では、壁や通路に水を
撒いて加湿します。そうすることで体感温度が上がり、乾
燥が原因で起こる呼吸器感染症の予防にもなります。

　夏場の換気の重要性はよく知られていますが、冬
場も病原菌やアンモニアで汚れた空気を排出し、新
鮮な空気を取り入れるために、最低限の換気を維持
することが大切です。
　豚が必要とする換気量は、豚の体重に比例して大
きくなります（表）。冬場の最低換気量は、表の値に収
容頭数をかけて求めます。

　この式から分かるように、換気量を維持するために
は、風速計で入気速度を測り、維持することが必要で
す（写真）。しかし、どうしても豚が寒がるようなら、保
温の項で挙げた方法で豚を温めたり、ミキシングファ
ンを用いて天井付近の暖かい空気と床付近の冷たい
空気を攪拌するとよいでしょう。

　十分保温しているのに豚が寒がっている場合は、す
きま風が入ってきている可能性があります。再度、壁や
天井、屋根などに穴がないかチェックしてみてくださ
い。特に冬場は、ピット下からの冷気が吹き込みやすく
なるため、ピットの端をビニールシートなどで閉鎖す
るのも有効です。カーテンの隙間から風が入っている
ことも多くあります。まずは風の侵入部位を見つけて、
シートや断熱材などで隙間をふせぎましょう。

過ごしやすい季節ももうすぐ終わり、冬の足音
が聞こえる季節となりました。冬はトラブルの
起きやすい季節ですが、ここで生産性を下げず
に、春以降につなげていきましょう。今回紹介
する冬場対策を参考にして、冬支度を始めてみ
てはいかがでしょうか。
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写真. 入気速度を測定する風速計

表. 体重別・季節別推奨換気量

図１．DEB（食餌性電解質バランス）とブロイラーの発育成績、
　　 敷料中水分含量の関係

換気量は以下の式で表せます。
　換気量（m3/分）=
　　　　　 入気面積（m2）×入気速度（m/分）
例）体重11.4～22.7kgの子豚が200頭いる場合
は、最低換気量=0.08×200=16m3/分 

  体重（kg）

4.5～6.8
6.8～11.4
11.4～22.7
22.7～68.1
68.1～118

暑い時期
0.54
0.67
0.95
2.03
3.24

温暖期
0.21
0.27
0.41
0.65
0.95

寒い時期
0.03
0.06
0.08
0.19
0.27

推奨換気量（m3/分）

図２．同じDEBのブロイラー飼料におけるカリウム及び
       塩素水準の影響
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